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対前年同期増加率の推移（金融業、保険業を除く） （単位：％、億円）◆売上高（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに増収
売上高は、323兆5,651億円で、対前年同期増加率（以下、「増
加率」という）は4.6％となりました。
業種別にみると、製造業は9.7％、非製造業は2.6％となりました。
◆経常利益（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業はともに増益
経常利益は、16兆7,508億円で、増加率は35.1％となりました。
業種別にみると、製造業は71.0％、非製造業は17.0％となりま

した。
◆設備投資（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに増加
設備投資額は、10兆9,276億円で、増加率は1.2％となりました。
業種別にみると、製造業は0.9％、非製造業は1.4％となりました。
なお、ソフトウェア投資額を除いた設備投資額は9兆8,745億円
で、増加率は2.2％となりました。

―令和３年７～９月期調査　

回答法人数 　22,883社 （18,982社）
回 答 率 　 70.5％     （70.7％）
（　）書きは金融業、保険業を除いた数値です。

財務省法人企業統計調査 この調査は、統計法に基づく基幹統計として資本金１千万円以上の営利法人等を対象に、
企業活動の短期的動向を把握することを目的として、四半期ごとの仮決算計数を調査して
いるものです。
以下は、令和３年12月１日に発表した令和３年７～９月期の調査結果の概要です。

「法人企業統計調査」は、統計法に基づく基幹統計に指定されており、調査の対象となった
法人様には調査票を提出する義務がございますので、必ず提出期限までに財務省（財務局・
財務事務所）への提出をお願いします。
なお、次回令和３年10～12月期の調査票の提出期限は令和４年２月10日、結果の公
表は令和４年３月２日の予定です。

売上高
　全産業
　　製造業
　　非製造業
経常利益
　全産業
　　製造業
　　非製造業
設備投資
　全産業

　　製造業

　　非製造業

区　分 2.7-9 10-12 3.1-3 4-6 7-9 

（注）設備投資の（　）書きは、ソフトウェア投資額を除いたベース。
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株
式
報
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関
す
る
会
計
基
準
等
の

整
備
、検
討
へ
─
基
準
諮
問
会
議
、Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

金
　
　
融

コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す

る
開
示
、議
論
─
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ

去
る
12
月
１
日
、
金
融
審
議
会
は

第
４
回
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
座
長
：
神
田

秀
樹
・
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
。

今
回
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
開
示
に
つ
い
て
、

図
表
の
論
点
が
事
務
局
か
ら
示
さ

れ
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

委
員
の
意
見

委
員
か
ら
は
、
大
き
な
方
向
性
へ

の
賛
意
が
多
く
聞
か
れ
た
。

個
別
論
点
で
は
、
図
表
①
に
つ
い

て
、「
有
報
に
よ
る
法
定
開
示
に
よ
っ

て
、開
示
が
委
縮
す
る
の
で
は
」、「
Ｃ

（図表）　コーポレート・ガバナンスの開示に関する論点	
①取締役会、
指名委員
会・ 報 酬
委員会等
の活動状
況

指名委員会・報酬委員会等の機能発揮の状況に関する開示の必要性・重要性が増している
なか、次の項目についてどう考えるか。
・有報において取締役会、指名委員会・報酬委員会それぞれの活動状況の記載欄を設ける
・各企業で委員会の役割・権限等に幅があることを踏まえ、まずは「開催頻度」、「主な検討事
項」、「出席状況」を記載事項としつつ、各企業の創意工夫を生かした開示を促す
・その際の、一部の上場企業におけるこれまでの任意開示の取組みを受け止められる枠組み

②監査に対
する信頼
性確保

企業における監査役会等や内部監査部門の機能発揮も重要とされるなか、たとえば、次の
事項の開示を促すことについて、どのように考えるか。
・監査上の主要な検討事項（KAM）についての監査役等の検討の説明
・監査役等の視点による監査の状況の認識と監査役会等の活動状況等の説明
・デュアルレポーティングの有無を含む監査の実効性の説明

③政策保有
株式等

・政策保有株式等に関して、たとえば「業務提携等を行っている場合の説明」、「政策保有株式
の議決権行使の基準の説明」の開示について、どのように考えるか。
・純投資目的の株式についても、重要性を考慮しつつ、一定の開示を求めるべきか。

Ｇ
報
告
書
で
も
取
締
役
会
等
の
活
動

状
況
の
開
示
率
は
低
い
。
有
報
で
開

示
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。

図
表
②
に
つ
い
て
は
、
賛
同
意
見

が
多
い
な
か
、「
Ｋ
Ａ
Ｍ
に
つ
い
て

は
、
監
査
役
が
異
な
る
意
見
を
も
つ

場
合
に
開
示
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
」

と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

図
表
③
に
つ
い
て
は
、「
政
策
保

有
株
式
を
持
つ
こ
と
自
体
が
例
外
で

経
済
合
理
性
が
乏
し
い
」、「
純
投
資

目
的
と
政
策
保
有
の
区
分
が
不
明

確
。
開
示
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見

が
聞
か
れ
た
。

去
る
11
月
29
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
43
回
基
準
諮
問
会
議
を

開
催
し
た
。

日
本
公
認
会
計
士
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ａ
）
よ
り
、
昨
今
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
報
酬
導
入
企
業
の
増
加
を
踏

ま
え
、
株
式
報
酬
に
関
す
る
会
計
処

理
お
よ
び
開
示
の
取
扱
い
の
整
備
を

求
め
る
提
案
が
な
さ
れ
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

提
案
内
容

株
式
報
酬
に
つ
い
て
は
、
複
数
の

テ
ー
マ
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
事
務
局
が
テ
ー
マ
ご
と
に
分

類
し
、
今
後
の
議
論
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。
各
取
扱
い
に
関

す
る
提
案
の
主
な
内
容
と
事
務
局
対

応
案
は
次
の
と
お
り
。

⑴　
い
わ
ゆ
る
現
物
出
資
構
成
に
よ

る
取
引

改
正
会
社
法
の
施
行
に
伴
い
、
取

締
役
の
報
酬
等
と
し
て
新
株
の
発
行

ま
た
は
自
己
株
式
の
処
分
を
行
う
際

は
、
金
銭
の
払
込
み
を
要
し
な
い
こ

と
と
さ
れ
、
施
行
後
に
お
い
て
い
わ

ゆ
る
現
物
出
資
構
成
に
よ
る
取
引
の
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先
日
、
故
郷
の
商
工
会
議
所
の
記

念
講
演
会
に
登
壇
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
商
工
会
議
所
に
勤
め
る

友
人
と
の
ご
縁
で
叶
っ
た
故
郷
へ
の
凱

旋
講
演
で
し
た
。
起
業
し
た
頃
か
ら
、

大
好
き
な
故
郷
の
た
め
に
何
か
恩
返
し

が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
よ
う

や
く
そ
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

記
念
講
演
会
当
日
と
そ
の
翌
日
に
、

友
人
や
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣

言
下
に
会
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

再
会
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
そ

の
と
き
に
、「
あ
あ
、
私
は
こ
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
子
ど
も
時
代
を
過
ご

し
、
今
が
あ
る
の
だ
な
」
と
素
直
に
思

え
ま
し
た
。
故
郷
へ
の
恩
返
し
が
叶
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
自
然
に
そ
の
よ

う
な
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
も
ご
先
祖
様
の
前
で
自
然

と
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
き
、
墓
前
で
そ

の
気
持
ち
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
き
た
人
生
で

し
た
。
家
族
、
友
人
、
友
人
の
家
族
、

恩
師
、
上
司
、
同
僚
、
部
下
、
顧
客
、

知
人
、
旅
先
で
出
会
っ
た
人
な
ど
、
今

の
自
分
が
あ
る
の
は
、
そ
の
人
た
ち
の

お
か
げ
で
す
。
故
郷
で
の
記
念
講
演
会

を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
と
、
心
が
平

穏
に
な
り
、
謙
虚
に
な
り
、
不
思
議
と

力
が
漲
っ
て
く
る
の
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
自
分
は
１
人
じ
ゃ
な
い
の
だ
と
感
じ

た
り
、
自
分
も
誰
か
の
支
え
に
な
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
起
こ
っ
て
き
た

り
し
ま
す
。
実
は
、
こ
れ
ら
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
心
理
学
で
「
感
謝
の
効
能
」
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
前
者
が
心

理
的
効
能
で
、
後
者
が
社
会
的
効
能
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
の
質

や
免
疫
力
が
向
上
す
る
と
い
っ
た
身
体

的
効
能
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
だ
け
で
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
効
能
が
得
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
知

見
か
ら
、
い
く
つ
か
そ
の
理
由
を
紹
介

し
ま
す
。

①　
感
謝
の
気
持
ち
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

感
情
を
持
続
さ
せ
る
か
ら

私
た
ち
が
日
常
で
感
じ
る
喜
び
、
嬉

し
さ
、
興
奮
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情

は
、
一
時
的
な
も
の
で
慣
れ
て
し
ま
う

も
の
で
す
。し
か
し
、感
謝
の
気
持
ち
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
持
続
さ
せ
ま
す
。

②　
感
謝
の
気
持
ち
は
、
ス
ト
レ
ス
耐

性
を
高
め
る
か
ら

感
謝
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
と
き

に
、
同
時
に
恨
み
、
怒
り
、
嫉
妬
、

後
悔
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
を
感
じ

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
つ
ま
り
、
感

謝
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
と
き
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
だ
け
に
意
識
を
集
中

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感

情
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
で
は
、
感

謝
の
気
持
ち
が
抑
う
つ
感
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
結
果
、
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③　

感
謝
の
気
持
ち
は
、
自
尊
心
を

高
め
る
か
ら

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち

の
存
在
を
認
め
、
自
分
が
価
値
あ
る

存
在
で
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
私
は
私
の
ま

ま
で
よ
い
の
だ
と
思
え
、
自
尊
心
が
高

ま
り
ま
す
。

＊　

こ
の
よ
う
に
、
感
謝
の
気
持
ち
は
、

私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
１
人
の

力
で
や
っ
た
の
だ
と
驕
っ
た
り
、
周
囲
の

人
た
ち
へ
の
不
平
不
満
ば
か
り
話
し
た

り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
気
持
ち
で
い
る
と
、
い
ず
れ

何
か
し
ら
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
も
の

で
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
感
謝
の
気
持

ち
に
意
識
を
向
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
き
っ
と
、
あ
な
た
に
と
っ
て

も
周
囲
の
人
に
と
っ
て
も
、
穏
や
か
で
心

地
よ
い
時
間
が
流
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

感
謝
の
効
能

メ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト 

江
口　

毅

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

実
施
が
定
か
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
本
取
引
は
実
務
対
応
報
告
41
号

「
取
締
役
の
報
酬
等
と
し
て
株
式
を

無
償
交
付
す
る
取
引
に
関
す
る
取
扱

い
」
の
適
用
対
象
外
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
と
、

改
正
会
社
法
施
行
後
に
お
い
て
も
い

わ
ゆ
る
現
物
出
資
構
成
に
よ
る
取
引

を
採
用
し
て
い
る
旨
の
適
時
開
示
が

８
０
０
社
超
で
み
ら
れ
る
と
い
う
。

そ
の
た
め
、
本
取
引
に
つ
い
て
の
取

扱
い
を
明
確
化
す
る
た
め
、
実
務
対

応
レ
ベ
ル
で
の
対
応
を
議
論
す
る
。

⑵　
現
金
決
済
型
の
株
式
報
酬
取
引

現
金
決
済
型
の
株
式
報
酬
取
引

（
株
価
連
動
型
金
銭
報
酬
）
に
つ
い

て
は
現
在
、
会
計
基
準
等
の
定
め
が

な
い
状
況
に
あ
り
、
整
備
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
会
計
基
準

レ
ベ
ル
の
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
市

場
関
係
者
に
与
え
る
影
響
は
限
定
的

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
後
記

⑶
の
議
論
に
含
包
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
⑶
と
あ
わ
せ
て
論
点
整
理
を
行

い
、
議
論
す
る
。

⑶　
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬

近
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
報
酬

ス
キ
ー
ム
の
導
入
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
い
多
様
な
会
計
実
務

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
国
際
的

な
会
計
基
準
の
取
扱
い
も
参
考
に
し

つ
つ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
に
関

す
る
包
括
的
な
会
計
基
準
の
開
発
に

つ
い
て
論
点
整
理
を
行
い
、
議
論
す

る
。

　
　
　
　
　

＊

事
務
局
の
提
案
に
対
し
、
委
員
か

ら
は
お
お
む
ね
同
意
が
得
ら
れ
た
。

他
方
で
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
２
号
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
の
指
摘
や
、
検
討
の
優

先
順
位
に
関
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
論
点

前
記
の
他
に
、
日
本
基
準
の
開
発

状
況
と
、
国
際
対
応
の
状
況
に
つ
い

て
も
説
明
が
行
わ
れ
た
。

第
４
６
９
回
親
委
員
会
で
の
報
告

12
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第

４
６
９
回
企
業
会
計
基
準
委
員
会

で
、
本
審
議
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

⑴
に
つ
い
て
、
実
務
対
応
専
門
委

員
会
に
新
規
テ
ー
マ
の
評
価
が
依
頼

さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
⑵
、
⑶
に
つ

い
て
は
、
次
回
以
降
の
基
準
諮
問
会

議
で
議
論
さ
れ
る
。

改
正
リ
ー
ス
基
準
に
お
け
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

16
号
の
採
入
れ
方
針
、再
確
認
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
12
月
３
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
６
９
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

第
４
６
７
回
親
委
員
会（
２
０
２
１
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Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
参
照
金
融
商
品
に
関
す
る

実
務
対
応
報
告
の
適
用
期
限
を
１
年

延
長
へ
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・ト
ー
ク
ン
等
に
係
る

発
生・消
滅
の
認
識
の
取
扱
い
、検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、実
務
対
応
専
門
委

会
　
　
計

年
11
月
１
日
号
（
№
１
６
２
６
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続

き
、
リ
ー
ス
に
関
す
る
会
計
基
準
の

改
正
に
お
い
て
、
借
手
の
取
扱
い
に

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
主
要
な
定
め
の
内

容
の
み
を
採
り
入
れ
る
方
針
に
つ
い

て
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
詳
細
な
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
含
め
ず
に
主
要
な
定
め
の
み

を
採
り
入
れ
る
場
合
は
、
企
業
の
財

務
諸
表
作
成
コ
ス
ト
が
大
き
く
な
り

得
る
。
そ
の
た
め
、
結
論
の
背
景
や

設
例
で
詳
細
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
示
す

な
ど
し
て
、
主
要
な
定
め
と
し
て
採

去
る
11
月
30
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
７
２
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

実
務
対
応
報
告
40
号
の
取
扱
い

前
回（
２
０
２
１
年
11
月
10
日（
№

１
６
２
７
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
の
議
論
を
踏
ま
え
、
実
務
対
応

報
告
40
号
「
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
参
照
す

る
金
融
商
品
に
関
す
る
ヘ
ッ
ジ
会
計

の
取
扱
い
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
次
の
提
案
が
な
さ
れ

た
。

⑴　
米
ド
ル
建
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
と
そ
れ

以
外
の
通
貨
建
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
分

け
る
こ
と
な
く
、
一
律
に
実
務
対

応
報
告
40
号
の
適
用
期
限
を
１
年

間
延
長
す
る
。

⑵　
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ

の
取
扱
い
に
関
し
て
、
実
務
対
応

報
告
40
号
で
別
途
の
記
載
を
行
わ

な
い
。

⑴
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
賛
同

が
示
さ
れ
た
一
方
で
、「
２
０
２
４

年
３
月
31
日
以
前
に
終
了
す
る
事
業

年
度
ま
で
延
長
す
る
こ
と
」
と
し
て

い
る
点
に
関
し
て
、
専
門
委
員
か
ら

「
こ
の
期
限
で
は
、
12
月
決
算
や
２

月
決
算
の
企
業
の
準
備
期
間
が
短
く

な
り
、
不
平
等
で
は
な
い
か
。
事
業

年
度
で
は
な
く
、
契
約
な
ど
で
区
切

る
こ
と
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
」
と

い
っ
た
指
摘
が
あ
っ
た
。
事
務
局
は

「
契
約
で
区
切
る
こ
と
は
、
実
務
的

に
難
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、「
現
状
、
不
確
定
な
点

も
多
い
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
状
況

等
も
踏
ま
え
適
宜
議
論
し
て
い
く
こ

と
が
よ
い
の
で
は
」
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

第
４
６
９
回
親
委
員
会
の
審
議

12
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第

４
６
９
回
企
業
会
計
基
準
委
員
会
で

も
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
事
務
局
案
に
お
お

む
ね
賛
同
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
米
ド
ル
建
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の

公
表
停
止
時
期
の
さ
ら
な
る
延
期
や

シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
公

表
に
つ
い
て
不
確
実
性
が
あ
る
た

め
、
結
論
の
背
景
で
「
必
要
な
場
合

に
は
改
め
て
再
確
認
を
行
う
」
旨
の

文
案
が
示
さ
れ
、
委
員
か
ら
は
、
賛

意
が
示
さ
れ
た
。

可
能
な
ら
ば
、
次
回
（
12
月
20
日

開
催
予
定
）
に
公
開
草
案
の
公
表
議

決
を
目
指
す
方
針
。

去
る
12
月
２
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
４
１
回
実
務
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

電
子
記
録
移
転
有
価
証
券
表
示
権

利
（
以
下
、「
Ｓ
Ｔ
」
と
い
う
）
等

を
保
有
す
る
場
合
の
発
生
の
認
識
お

よ
び
消
滅
の
時
期
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
事
務
局
の
考
察
と
検
討
の
方
向

性
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

認
識
の
時
期

発
生
お
よ
び
消
滅
の
認
識
に
つ
い

て
は
、
第
４
３
５
回
企
業
会
計
基
準

委
員
会
（
２
０
２
０
年
７
月
10
日
号

（
№
１
５
８
３
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）
に
お
い
て
、
企
業
会
計
基

準
10
号
「
金
融
商
品
に
関
す
る
会
計

基
準
」
に
お
け
る
認
識
の
原
則
ど
お

り
の
取
扱
い
と
す
る
こ
と
の
み
を
示

り
入
れ
な
い
項
目
に
つ
い
て
も
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
16
号
と
同
じ
適
用
結
果
と
な
る

こ
と
を
求
め
る
べ
き
と
の
意
見
が
、

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
聞
か
れ
て
い
た
。

事
務
局
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
方
向

で
開
発
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
開
発
方
針
を
変
更
す
る
こ
と
に
な

る
と
の
分
析
が
示
さ
れ
、
委
員
に
方

針
の
再
確
認
が
求
め
ら
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「
簡
素
で
利
便
性

の
高
い
基
準
開
発
を
継
続
す
べ
き
」

等
の
意
見
が
聞
か
れ
、
開
発
方
針
を

変
更
し
な
い
共
通
認
識
が
得
ら
れ

た
。

す
こ
と
に
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
Ｓ
Ｔ
等
に
関
す
る
私
法

上
の
扱
い
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
現
行
の
有
価
証
券

の
定
め
を
適
用
す
べ
き
か
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

⑴　
発
生
の
認
識

有
価
証
券
等
の
売
買
契
約
で
は
原

則
と
し
て
約
定
日
等
に
発
生
の
認
識

を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
Ｓ
Ｔ
等
の

売
買
契
約
で
は
、
約
定
日
等
が
ど
の

時
点
な
の
か
必
ず
し
も
明
確
で
な
い

と
考
え
ら
れ
、
発
生
の
認
識
時
点
の

判
断
に
困
難
が
生
じ
る
懸
念
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
電
子
帳
簿
が
書
き
換

え
ら
れ
た
日
に
発
生
の
認
識
を
行
う

こ
と
も
認
め
る
取
扱
い
が
提
案
さ
れ

た
。

⑵　
消
滅
の
認
識

消
滅
の
認
識
は
発
生
と
比
べ
、
よ

り
法
的
観
点
を
踏
ま
え
た
原
則
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
律

に
電
子
帳
簿
が
書
き
換
え
ら
れ
た

時
点
で
消
滅
の
認
識
を
行
う
こ
と

は
、
金
融
商
品
会
計
基
準
の
基
本
的

な
考
え
方
に
反
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
消
滅
の
認
識
は
譲
渡

損
益
の
発
生
を
伴
う
。
以
上
を
考
慮

し
て
、
金
融
商
品
会
計
基
準
が
定
め

る
原
則
に
従
う
取
扱
い
が
提
案
さ
れ

た
。

　
　
　
　
　

＊　

専
門
委
員
か
ら
は
「
発
生
に
つ
い
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る
開
示
に
は
、た
と
え
ば
次
が
あ
る
。

・
財
務
活
動
か
ら
生
じ
る
負
債
の
変

動
に
つ
い
て
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
契
約
か
ら
生
じ
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
伴
わ
な
い
変
動（
た

と
え
ば
、
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

ア
ウ
ト
・
フ
ロ
ー
が
財
務
活
動
か

ら
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
分

類
さ
れ
る
場
合
）

・
個
々
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
契
約
の
条
件
（
た
と
え
ば
、

支
払
期
限
の
延
長
や
保
証
の
提
供
）

コ
メ
ン
ト
期
限

公
開
草
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

は
、
２
０
２
２
年
３
月
28
日
ま
で
受

け
付
け
ら
れ
て
い
る
。

て
簡
便
法
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

消
滅
に
つ
い
て
も
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
事

務
局
は
「
消
滅
の
認
識
で
は
、
譲
渡

損
益
の
二
重
計
上
の
リ
ス
ク
の
懸
念

も
あ
り
、
原
則
ど
お
り
の
取
扱
い
を

提
案
し
た
が
、検
討
す
る
」
と
し
た
。

国
際
会
計

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
契
約

に
関
す
る
Ｅ
Ｄ
、公
表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

国
際
会
計

株
式
に
よ
る
役
員
報
酬
に
関
す
る
Ｓ

Ａ
Ｂ
、公
表
─
Ｓ
Ｅ
Ｃ

国
際
会
計

外
国
企
業
説
明
責
任
法
に
伴
う
規
則

改
正
、公
表
─
Ｓ
Ｅ
Ｃ

去
る
11
月
26
日
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
契

約
、
そ
れ
に
関
連
す
る
負
債
、
お
よ

び
当
該
契
約
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
に
与
え
る
影
響
の
透
明
性
を
高

め
る
た
め
、「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
契
約
：
Ｉ
Ａ
Ｓ
７
号
お
よ

び
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
７
号
の
改
訂
提
案
」（
以

下
、「
公
開
草
案
」
と
い
う
）
を
公

表
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

契
約
は
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
や
リ
バ
ー
ス
・
フ
ァ
ク
タ

リ
ン
グ
契
約
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
公
開
草
案
で
は
、
こ
れ
ら
の
よ

う
な
契
約
に
よ
る
影
響
を
理
解
し
、

分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う

に
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を
開
示
す
る

こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

公
開
草
案
の
内
容

公
開
草
案
に
よ
る
提
案
に
よ
る

と
、
企
業
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
契
約
が
、
そ
の
関
連
す
る

負
債
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
、
流

動
性
リ
ス
ク
お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
に

及
ぼ
す
影
響
を
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
情
報
を
開
示
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
公

開
草
案
は
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
７
号
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
」、
お
よ
び

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
７
号
「
金
融
商
品
：
開
示
」

を
改
訂
す
る
提
案
を
し
て
い
る
。

公
開
草
案
に
よ
り
提
案
さ
れ
て
い

去
る
11
月
29
日
、Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
Ｓ
Ａ
Ｂ

（Staff A
ccounting Bulletin

、

職
員
会
計
公
報
）
120
号
を
発
行
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｂ
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
正
式
な
承

認
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
が
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
の
解
釈
と
慣
行
を
示

し
た
も
の
で
、
米
国
基
準
の
一
部
と

な
る
。

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｂ
は
、
役
員
に
付
与
さ

れ
る
「spring-loaded aw

ards

Ｓ
Ｅ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
は
、
企
業
に
よ

り
役
員
に
実
際
に
支
払
わ
れ
た
報
奨

の
測
定
に
あ
た
り
、
重
要
な
非
公
開

情
報
が
公
表
さ
れ
た
と
き
の
影
響
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
予
想
さ

れ
る
重
要
情
報
の
公
表
に
よ
り
受
取

人
が
受
け
取
る
追
加
価
値
を
反
映
す

る
必
要
が
な
い
と
い
う
誤
っ
た
信
念

で
、「spring-loaded aw

ards

」

を
付
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｂ
は
、「
報
酬
―
株
式

報
酬
（
ト
ピ
ッ
ク
718
）」
に
関
連
す

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
そ
の
他
の
追
加
・

修
正
を
含
ん
で
お
り
、
連
邦
官
報
へ

の
掲
載
日
に
発
効
す
る
。

去
る
12
月
２
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
外

国
企
業
説
明
責
任
法
（H

olding 
Foreign Com

panies Accountable 
Act

（
以
下
、「
Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ａ
Ａ
」
と
い

う
））
で
の
提
出
と
開
示
要
求
の
導

入
の
た
め
に
、
様
式
20
―
Ｆ
（
海
外

企
業
の
年
次
報
告
書
）
な
ど
の
規
則

の
改
正
を
公
表
し
た
。

Ｈ
Ｆ
Ｃ
Ａ
Ａ
は
、
２
０
２
０
年
12

月
に
、
前
米
国
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
に
よ
り
署
名
さ
れ
、
外
国

企
業
に
対
し
て
、外
国
政
府
の
支
配
・

管
轄
下
に
な
い
こ
と
、
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｂ

（
公
開
企
業
会
計
監
視
委
員
会
）
が

監
査
を
実
施
で
き
な
い
状
態
が
３
年

継
続
し
た
場
合
の
証
券
取
引
の
禁
止

な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

米
国
に
上
場
し
な
が
ら
、
担
当
海

外
会
計
事
務
所
が
企
業
改
革
法
で
の

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
検
査
を
受
け

ず
、
米
国
の
会
計
監
査
の
規
定
を
遵

守
し
な
い
可
能
性
の
あ
る
中
国
企
業

を
標
的
に
し
た
も
の
だ
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
対
象
と
な
る
発
行
者
を

特
定
し
（
２
０
２
０
年
12
月
18
日
以

降
開
始
し
た
年
度
に
つ
い
て
特
定
）、

特
定
さ
れ
た
登
録
者
は
２
０
２
２
年

12
月
期
を
対
象
と
し
た
年
次
報
告
書

に
つ
い
て
提
出
ま
た
は
開
示
要
求
を

遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
該
発
行

者
は
、
海
外
の
政
府
に
よ
り
所
有
ま

た
は
管
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示

す
文
書
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
提
出
す
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
。

改
正
は
官
報
掲
載
さ
れ
た
30
日
後

に
発
効
す
る
。

（
ば
ね
組
込
み
式
報
奨
）」
費
用
の
適

切
な
認
識
と
開
示
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。

「spring-loaded aw
ards

」は
、

予
想
を
超
え
る
業
績
の
決
算
公
表
や

重
要
な
取
引
な
ど
の
情
報
を
市
場
に

公
表
す
る
前
に
、会
社
が
ス
ト
ッ
ク
・

オ
プ
シ
ョ
ン
の
付
与
ま
た
は
他
の
報

奨
を
付
与
す
る
場
合
の
「
株
式
を
基

礎
に
し
た
報
奨
」
で
あ
る
。
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特集

今12月決算では、変異株の出現で予断を許さないコロナ禍をめぐる論点はもちろんのこと、見
積り開示会計基準や会計方針等開示会計基準、ＫＡＭに関する改訂監査基準等が強制適用となる
うえ、３月１日施行の改正会社法での初めての決算となる。また、収益認識基準や時価算定会計基
準などの早期適用上の論点もある。本特集では、先行した３月決算の動向にも言及しつつ、これら
の12月決算における実務の留意点を解説してもらった。巻末の決算関連資料一覧とあわせてお役
立ていただきたい。

変異株の出現で見積り上の仮定に影響も
コロナ禍の影響を踏まえた
会計処理・開示ポイント
３月決算開示状況、ＫＡＭとの関係も参考に
見積り開示会計基準における対応ポイント
改正の経緯から業界特有の開示例まで
会計方針開示等会計基準の適用に伴う留意事項
事前・事後交付、新株・自己株式との違いは
取締役報酬としての株式無償交付の
会計上の留意点
来期１Ｑの準備も要チェック
収益認識基準の適用前年度における留意事項
会計処理および開示への影響は？
時価算定会計基準の早期適用に係る留意事項
パターン別に整理
グループ通算制度への移行等に係る
税効果会計のポイント
代替指標の金利決定のタイミングに要注意
ＬＩＢＯＲ参照金融商品に係るヘッジ会計のポイント
取締役報酬、補償契約、株式交付等
改正会社法に伴う事業報告等の作成ポイント
監査基準の改訂に伴う
ＫＡＭ・「その他の記載内容」に関する
実務上の留意点

2021年12月決算関連資料一覧

Ⅰ

Ⅳ

Ⅶ

Ⅹ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅷ

Ⅸ

恒
例
企
画

月
決
算
の
直
前
対
策

12
今期の重要論点等を総まとめ この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等

日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2021年 
12月2日

「法人の青色申告の承認の取
消しについて」の一部改正に
ついて（事務運営指針）

国税庁
電子帳簿保存法の一部改正に伴い、所要の整備を図るもの。電子帳簿保存
法の要件に従っていない場合における青色申告の承認の取消し等の改正
が行われている。
https://www.nta.go.jp/law/jimu-unei/hojin/kaisei/21xxxx/01.htm

―

2021年 
12月3日

定年を延長した場合に一部の
従業員に対してその延長前の
定年に達したときに支払う一
時金の所得区分について（文
書回答事例）

国税庁

高年齢者安定雇用の確保や労働組合の要望を踏まえて従業員の定年を延
長し、希望者には延長前の定年時に退職一時金の代わりに一時金を支給す
るが、これを退職所得として取り扱ってよいかとの照会に対し、所得税基
本通達30-2(5)の要件に当てはまり、退職所得となると回答したもの。
https://www.nta.go.jp/about/organization/tokyo/bunshokaito/
gensenshotoku/211111/index.htm

―

証
　
　
券

オ
ミ
ク
ロ
ン・シ
ョッ
ク
の
到
来

金
　
　
融

利
上
げ
ま
で
の
道
を
急
ぐ
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ

パ
ウ
エ
ル
米
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長
は
11
月
30
日
、

上
院
で
行
わ
れ
た
議
会
証
言
の
な
か

で
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
を
修
正
す
る

内
容
の
発
言
を
行
っ
た
。
米
経
済
の

強
さ
と
イ
ン
フ
レ
懸
念
の
高
ま
り
を

強
調
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
出

現
が
、
雇
用
と
経
済
活
動
の
下
振
れ

リ
ス
ク
と
な
り
、
イ
ン
フ
レ
懸
念
を

高
め
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
は
、
変
異
株
の
影
響
で
個
人

の
労
働
意
欲
が
後
退
し
供
給
網
の
混

乱
が
強
ま
る
た
め
、
総
需
要
に
対
応

す
る
水
準
に
ま
で
供
給
側
が
追
い
つ

け
ず
に
起
こ
る
物
価
上
昇
へ
の
懸
念

と
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
11
月
の

連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
）
時
点
の
政
策
だ
っ
た
、月
額
１
、

２
０
０
億
ド
ル
の
資
産
購
入
ペ
ー
ス

を
月
額
１
５
０
億
ド
ル
ず
つ
減
ら
す

計
画
を
前
倒
し
し
て
、
緩
和
縮
小

ペ
ー
ス
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
示
唆

し
た
。

パ
ウ
エ
ル
議
長
の
考
え
は
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
出
現
に
よ
る
景
気
低
迷

よ
り
も
イ
ン
フ
レ
高
進
懸
念
を
重
視

し
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
政
策
ス
タ
ン

ス
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。

議
会
証
言
の
直
後
は
、Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
、

米
国
債
と
も
に
相
場
が
急
落
、
市
場

金
利
が
上
昇
し
た
が
、
金
利
上
昇
は

一
時
的
な
も
の
と
の
指
摘
も
あ
る
。

資
産
購
入
額
の
縮
小
は
「
ア
ク
セ

ル
」
を
弱
め
る
に
過
ぎ
ず
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ

の
資
産
購
入
と
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

拡
大
、
す
な
わ
ち
金
融
緩
和
政
策
は

ま
だ
維
持
さ
れ
る
か
ら
だ
。
問
題
は

資
産
購
入
縮
小
ペ
ー
ス
の
前
倒
し
の

結
果
、「
ブ
レ
ー
キ
」
す
な
わ
ち
利

上
げ
予
定
が
ど
う
な
る
か
だ
。

今
回
の
議
会
証
言
前
は
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
出
現
で
、
利
上
げ
が
先
送

り
に
な
る
と
み
て
い
た
市
場
関
係
者

も
い
た
。
た
だ
、
パ
ウ
エ
ル
議
長
の

議
会
証
言
は
イ
ン
フ
レ
懸
念
を
強
調

し
た
も
の
で
、
こ
の
予
測
の
支
援
材

料
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、

パ
ウ
エ
ル
議
長
の
考
え
方
に
沿
え

ば
、感
染
再
拡
大
は
供
給
制
約
要
因
、

縮
小
は
需
要
拡
大
要
因
で
、
い
ず
れ

に
し
て
も
イ
ン
フ
レ
高
進
材
料
と
な

る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
動
向
は
、
利
上
げ
に
対
し
て
中
立

と
の
見
方
も
あ
る
。
債
券
・
金
利
市

場
は
、
利
上
げ
前
倒
し
の
シ
ナ
リ
オ

を
ど
こ
ま
で
織
り
込
む
の
か
を
探
る

展
開
が
続
き
そ
う
だ
。

11
月
末
、
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
伝
え

ら
れ
た
１
つ
の
情
報
で
、
世
界
の
株

式
市
場
は
震
撼
し
た
。
強
力
な
感
染

力
を
備
え
た
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の

発
生
が
公
表
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

現
時
点
で
、
重
症
化
率
、
致
死
率
な

ど
は
不
透
明
だ
と
い
う
が
、
経
済
活

動
の
規
制
再
強
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

世
界
の
株
価
リ
ー
ダ
ー
の
Ｎ
Ｙ
ダ

ウ
は
、
11
月
上
旬
に
市
場
最
高
値
に

達
し
て
い
た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ

の
懸
念
が
強
ま
る
と
、
日
経
平
均
と

下
落
率
が
同
程
度
の
６
％
台
と
な

り
、
独
仏
英
な
ど
欧
州
主
要
国
の
株

価
も
大
幅
に
下
落
し
た
。
他
方
、
中

国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
主
要

国
の
株
価
下
落
率
は
欧
州
各
国
に
比

べ
小
幅
で
あ
り
、
な
か
で
も
中
国
は

１
％
弱
の
下
落
に
お
さ
ま
っ
て
い

る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
国

も
あ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴

い
、
重
症
化
率
、
死
亡
率
が
低
下
し

て
お
り
、
以
前
に
比
べ
て
危
機
感
は

弱
ま
っ
て
い
た
な
か
で
、
強
い
感
染

力
を
有
す
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出
現

し
た
こ
と
は
、シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
脅
威
の
レ
ベ
ル
の
判
断

に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
入
国
制

限
措
置
を
取
る
国
も
出
て
き
た
が
、

た
だ
ち
に
国
内
の
経
済
・
社
会
活
動

の
再
規
制
へ
動
く
国
は
ま
だ
な
い
よ

う
だ
。

な
お
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
中
心
の
コ

ロ
ナ
禍
と
並
ぶ
株
式
市
場
の
リ
ス
ク

は
、
米
国
の
イ
ン
フ
レ
進
行
と
米
Ｆ

Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
の
展
開
で
あ
る
こ

と
は
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
イ
ン
フ
レ
動
向
を
大
き
く
左

右
す
る
の
が
原
油
価
格
で
あ
り
、
原

油
価
格
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
石
油
輸
出
国

機
構
）
の
生
産
計
画
に
よ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
る
、
と
い
う
構
造

が
世
界
経
済
に
は
で
き
上
が
っ
て
い

る
。オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
に
伴
い
、

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
す
ぐ
に
集
ま
っ
て
会
議

を
開
い
た
。
会
議
で
は
増
産
か
、
減

産
か
、
大
き
な
方
針
の
変
更
は
な

か
っ
た
が
、株
式
市
場
に
石
油
価
格
、

イ
ン
フ
レ
も
景
気
次
第
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
と
の
見
方
も
あ
る
。

他
方
で
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
影
響

は
ま
だ
出
尽
く
し
た
と
は
い
え
な
い

が
、
そ
の
影
響
を
控
え
め
に
み
る
動

き
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
向

か
っ
て
世
界
の
株
価
は
底
値
固
め
か

ら
上
向
き
に
転
じ
て
い
く
よ
う
な
展

開
を
期
待
す
る
声
も
あ
る
。


